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Ⅰ　問題の所在と目的
我が国は、障害者の権利に関する条約（2007）に署名後、条約を締結す
るために必要な国内法の整備等に取り組み、2014年に条約を締約した。ま
た、国内法を整備する中で、2011年に改正された障害者基本法に規定する
障害者については、「身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む。）、
その他の心身の機能の障害がある者であって、障害及び社会的障壁により
継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるものをい
う。」とし、いわゆる障害者手帳の所持に限られないことや、難病に起因
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する障害は心身の機能障害に含まれ、高次脳機能障害は精神障害に含まれ
ることが規定された。さらに、障害を理由とする差別の解消の推進に関す
る法律（障害者差別解消法）が2013年に制定され、2016年に施行された。
この中では、国・地方公共団体等や民間事業者が行う事業において、障害
を理由とする不当な差別的取扱いの禁止と合理的配慮の提供を求める法的
な枠組みが定められている。
以上のように、さまざまな法整備や支援体制が整いつつあり、このこと
により、学校や行政、関係諸機関の取り組みは進んできているのが現状で
ある。
一方、学校教育の現場をみると、特別支援学校小学部・中学部学習指導
要領（2017）及び解説自立活動編（2018）が改訂された。この中には、障
害による学習上又は生活上の困難を改善･克服するために、幼児児童生徒
が、困難な状況を認識し、困難を改善･克服するために必要となる知識、
技能、態度及び習慣を身に付けるとともに、自己が活動しやすいように主
体的に環境や状況を整える態度を養うことが大切であるという自立活動の
視点と、障害のある幼児児童生徒が他の幼児児童生徒と平等に教育を受け
られるようにするために、障害のある個々の幼児児童生徒に対して、学校
が行う必要かつ適当な変更・調整という配慮であるという合理的配慮の視
点が、十分な配慮が必要であることが明記されている。
具体的には、自立活動の区分及び項目を６区分27項目に変更し、新規内
容として、発達障害や重複障害を含めた障害のある幼児児童生徒の多様な
障害の種類や状態等に応じた指導を一層充実するために、１区分「健康の
保持」４項目に、「障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること」を
追加した。また、改正点として、自己の理解を深め、主体的に学ぶ意欲を
一層伸長するなど、発達の段階を踏まえた指導を充実するために、４区分
「環境の把握」２項目「感覚や認知の特性についての理解と対応に関する
こと」、さらに、感覚を総合的に活用した周囲の理解にとどまることなく、
把握したことを踏まえて、的確な判断や行動ができるようにすることを明
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確にするために、４区分「環境の把握」４項目「感覚を総合的に活用した
周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること」としている。
このような流れの中、病弱特別支援学校においては、早期からの組織的
な取り組みによるキャリア教育の推進が求められ、指導内容及び指導方法
等の在り方に関する検討もみられる。しかし、その一方で、在籍する児童
生徒の病気の種類の急激な増加や、その一つ一つの病気ごとに教育的な対
応の内容・方法も異なるといった傾向がみられ、教育課程を編成する上で
の大きな課題となっているのが現状である。また、丹野（2018）は、「病
弱者である児童生徒に対する配慮事項では、現行の５項目から１項目新規
に加えて６項目で配慮を充実させている。病気の変化に応じて弾力的に対
応することが大切である。」とし、児童生徒自身が体調の変化に気づいて
対処を求めるなど、自己管理に関する指導の重要性について述べている。
今回の研究では、病弱特別支援学校で作成されたキャリア教育指導内容
表における項目を、生徒一人一人が、進路選択や将来の社会生活及び職業
生活を送るに当たり障害や自分自身の身体及び環境とどのように向き合っ
ていくのかなどの視点を含めながら、自立活動６区分27項目と比較するこ
とを通し、キャリア教育の視点から生徒の社会参加・自立に向けた指導内
容と自立活動との関連を検討することを目的とする。
Ⅱ　方法
１　対象校の概要
（１）対象校　
A県立B病弱特別支援学校。
隣接するC病院に入院または通院している児童生徒を対象とし、小学部、
中学部、高等部、C病院内の院内学級、訪問教育学級を設置している。
授業内容は、障害の状態やニーズに応じた教育課程により、個別の指導
計画に基づいて、発達段階に応じた指導を行っている。具体的には、小学
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校・中学校・高等学校に準ずる学習、教科を合わせた学習、病気に対する
理解や改善を図るための自立活動の学習などを中心に指導を行っている。
（２）進路指導
卒業生の進路先は、C病院の継続入所、一般就労、障害福祉サービス、
大学進学等となっている。また、就職では、金融業、サービス業等となっ
ている。
小学部段階からのキャリア発達を促すために、様々な体験的な学習にも
積極的に取り組み、生徒一人一人の希望を最大限に生かすよう学習を計画
し、個に応じた授業形態を取り入れ、関係機関との連携を図って、卒業後
の進路に向け指導を行っている。
進路指導の方針は、個々の児童生徒の希望や適性に応じた進路選択がで
きるように、各教科・領域等における指導内容を工夫し、各学部がそれぞ
れのキャリア発達段階に応じた指導を行っている。キャリア教育で目指す
内容として、①病気に対する自己管理や生活リズムを整え、児童生徒が社
会の一員としての自己の存在を理解し、学校・病院・家庭や地域での諸活
動に積極的に関わる意欲態度を育てる、②児童生徒が自分の力でできる活
動や役割、職業の種類とその範囲を理解し、就労を通して社会との関わり
が持てるようにする等が挙げられる。　
以下に、キャリア教育に関する教科や進路学習の内容（表１）を示す。
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表１　キャリア教育に関する教科や進路学習の内容
（３）進路状況
以下に、高等部卒業生の進路状況（表２）を示す。
C病院への継続入院が43％、障害者支援施設等の利用が34％と多くなっ
ている。また、大学や専修各種学校、高等産業技術学校等への進学もみら
れる。
学部及び学級 学　　習　　内　　容
①小学部及び中学
部通常学級
・各教科、領域の学習
　　基本的な生活習慣、基礎学力、コミュニケーション能力の
向上を図る。
・作業学習
　　職場体験学習の実施。
②中学部重複障害
学級及び高等部
重複障害学級
・職業、家庭
　　職業生活、家庭生活に必要な知識や技能を身に付ける。
・生活単元学習
　　生活技術や校外学習等を通して、社会生活に必要な知識・
技能を体験的に学習する。
・作業学習
　　職業生活に必要な知識・技能を身に付け、作業態度や作業
習慣を形成する。
③高等部通常学級
・情報の処理、産業社会と人間、産業実習
　　社会生活や職業生活に必要な知識・技能や態度、勤労観、
職業観を育てる。
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表２　高等部卒業生の進路状況（人数）
（※　H：平成）
（４）資格取得
これまでに高等部生徒が在学中に取得した資格を表３に示す。
表３　資格取得
２　手続き
（１）内容
A県立B病弱特別支援学校高等部のキャリア教育指導内容表に関する内
容を対象に、学習内容を、自立活動６区分27項目をもとに分析する。
卒業年度
進路先
H
16
H
17
H
18
H
19
H
20
H
21
H
22
H
23
H
24 合計
大学 0 0 0 1 2 0 1 0 0 4
専修各種学校 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
高等産業技術学校 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2
障害者支援施設等 5 1 0 3 1 1 3 4 0 18
就職 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
在宅 1 0 0 0 0 0 1 0 1 3
継続入院 9 2 0 1 1 1 4 2 3 23
合計 15 4 0 6 7 3 9 6 4 54
主催等 資格
日本情報処理検定協会主催
・日本語ワープロ検定　・文書デザイン検定
・プレゼンテーション検定　
・パソコンスピード認定（日本語）、（英文）
毎日パソコン入力コンクール
・第１部ホームポジション基礎
・第２部ローマ字　・第６部和文B
・第７部数字・記号・小中学生
漢字検定 ・準２級
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Ⅲ　結果
1999年の中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善
について」以降、キャリア教育は教育改革の重点行動計画に位置付けられ、
様々な施策が進められてきた。また、その一つとして特別支援学校高等部
学習指導要領（2009年３月）、さらに、特別支援学校学習指導要領解説総
則等編（幼稚部・小学部・中学部）（2009年６月）にキャリア教育の文言
が明記された。
以上のような流れを受け、2009年３月に告示された特別支援学校学習指
導要領の改訂の基本方針を踏まえ、特別支援学校高等部学習指導要領総則
に、職業教育にあたって配慮すべき事項及び教育課程の実施等に当たって
配慮すべき事項等、進路指導の充実に関するキャリア教育の推進が規定さ
れ、改めて職業教育や進路指導、教育課程を見直す契機となっている。
A県立B病弱特別支援学校では、職業的・社会的自立に向けた教育課程
の在り方に関する研究を行い、キャリア教育指導内容表を作成しているが、
この中に記載されている学習内容を、自立活動６区分27項目をもとに分析
した。
１　指導項目と自立活動との関連
「日常生活の基本」、「家庭生活・社会生活・職場における対人関係」、「働
く場の行動・態度」の指導項目及び具体的指導内容において、自立活動の
領域で指導を行っている内容を選択し、項目毎に自立活動６区分27項目と
の関連性を分析した。
（１）「日常生活の基本」の指導項目及び具体的指導内容と自立活動との関
連
「日常生活の基本」の指導項目及び具体的指導内容と自立活動との関連
を表４に示す。
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自立活動の６区分27項目との関連で分析すると、１区分１項目（３回）、
１区分２項目（４回）、１区分３項目（２回）、１区分４項目（１回）、１
区分５項目（１回）、５区分４項目（２回）、６区分１項目（１回）、６区
分２項目（１回）となっている。
表４　「日常生活の基本」における指導項目及び具体的指導内容と自立活動との関連
指 導 項 目 具 体 的 指 導 内 容 自立活動との関連
生活のリズム ・生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。・１区分１項目
服薬管理
・決められたとおりに服薬している。
・病気の治療に医薬品の必要なことが分かる。
・自分で薬の管理ができる。
・１区分１項目
・１区分２項目
・１区分２項目
外来通院
・きちんと通院している。
・病院まで付き添っていけば、一人で受診でき
る。
・一人で診察する科のある病院等に行ける。定
期の通院は休まず行ける。
・通院日（予約）を覚え、忘れずに通院できる。
・５区分４項目
・６区分１項目
・５区分４項目
・１区分１項目
体調不良の
対応
・病気の状態の理解と生活管理に関すること。
・健康状態の維持改善に関すること。
・１区分２項目
・１区分５項目
自分の障害や
症状の理解
・自分の障害や症状を理解している。
・障害や症状に応じた注意をして生活できる。
・必要に応じて自分の障害や症状を関係者に説
明することができる。
・１区分２項目
・１区分３項目
・１区分４項目
・６区分２項目
自分の障害や
症状の理解
・身体各部の状態の理解と養護に関すること。 ・１区分３項目
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（２）「家庭生活・社会生活・職場における対人関係」の指導項目及び具体
的指導内容と自立活動との関連
「家庭生活・社会生活・職場における対人関係」の指導項目及び具体的
指導内容と自立活動との関連を表５に示す。
自立活動の６区分27項目との関連で分析すると、２区分１項目（４回）、
３区分１項目（２回）、３区分２項目（１回）、３区分３項目（２回）、３
区分４項目（２回）、５区分５項目（１回）、６区分５項目（１回）となっ
ている。
表５　「家庭生活・社会生活・職場における対人関係」における指導項目及び具体
的指導内容と自立活動との関連
指 導 項 目 具 体 的 指 導 内 容 自立活動との関連
感情のコント
ロール
・感情が安定している。
・自傷他害行為がない。
・自分の殻に閉じこもらず、黙り込まない。
・パニックを起こさない。
・２区分１項目
・３区分３項目
・２区分１項目
・２区分１項目
・３区分３項目
共同作業
・人と協力して仕事ができる。
・落ち着いている。
・和を乱さない。
・他人に話しかけるなどしない。
・特定の人ばかりでなく共同作業ができる。
・特定の作業以外もできる。
・３区分１項目
・３区分２項目
・２区分１項目
・３区分４項目
・３区分１項目
・６区分５項目
・３区分４項目
・５区分５項目
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（３）「働く場の行動・態度」の指導項目及び具体的指導内容と自立活動と
の関連
「働く場の行動・態度」の指導項目及び具体的指導内容と自立活動との
関連を表６に示す。
自立活動の６区分27項目との関連で分析すると、５区分１項目（８回）、
５区分５項目（４回）となっている。
表６　「働く場の行動・態度」における指導項目及び具体的指導内容と自立活動等
の関連
指 導 項 目 具 体 的 指 導 内 容 自立活動との関連
体力・技能・
読み書き・
計算
・器用さ（片手の動作及び協応動作）。
・はしで小豆を一つつまむことができる。
・きりで穴を空けることができる。
・紙ヤスリで磨くことができる。
・ドライバーでねじを締めることができる。
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・リズム感。
・手引きのこが連動してひける。
・手際よく刷毛で塗料を塗ることができる。
・針打ちがリズミカルにできる。
・糸鋸ミシンで板を一定の速さで切ることがで
きる。
・５区分５項目
・５区分１項目
・５区分５項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分５項目
・５区分５項目
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（４）指導項目全体における具体的指導内容と自立活動との関連
指導項目全体における具体的指導内容と自立活動との関連を表７に示す。
表７　指導項目全体における具体的指導内容と自立活動との関連
区分をみると、１区分「健康の保持」は11回、２区分「心理的な安定」
は４回、３区分「人間関係の形成」は７回、５区分「身体の動き」は15回、
６区分「コミュニケーション」は３回となっている。
また、項目をみると、５区分「身体の動き」１項目「姿勢と運動・動作
の基本的技能に関すること」が８回と一番多く、次いで、５区分「身体
の動き」５項目「作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること」が５回、
１区分「健康の保持」２項目「病気の状態の理解と生活管理に関すること」
区　　分 項　　　　目 回数（％）
１区分
「健康の保持」
１項目「生活のリズムや生活習慣の形成に関すること」３回（８%）
２項目「病気の状態の理解と生活管理に関すること」 ４回（10%）
３項目「身体各部の状態の理解と養護に関すること」 ２回（５%）
４項目「障害の特性の理解と生活環境の調整に関す
ること」
１回（３%）
５項目「健康状態の維持・改善に関すること」 １回（３%）
２区分
「心理的な安定」
１項目「情緒の安定に関すること」 ４回（10%）
３区分
「人間関係の形
成」
１項目「他者とのかかわりの基礎に関すること」 ２回（５%）
２項目「他者の意図や感情の理解に関すること」 １回（３%）
３項目「自己の理解と行動の調整に関すること」 ２回（５%）
４項目「集団への参加の基礎に関すること」 ２回（５%）
５区分
「身体の動き」
１項目「姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること」８回（20%）
４項目「身体の移動能力に関すること」 ２回（５%）
５項目「作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること」５回（13%）
６区分
「コミュニケー
ション」
１項目「コミュニケーションの基礎的能力に関する
こと」
１回（３%）
２項目「言語の受容と表出に関すること」 １回（３%）
５項目「状況に応じたコミュニケーションに関する
こと」
１回（３%）
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及び、２区分「心理的な安定」１項目「情緒の安定に関すること」がそれ
ぞれ４回となっている。
Ⅳ　考察
指導項目における具体的指導内容と自立活動との関連を分析した結果、
５区分「身体の動き」（全体の38%）及び、１区分「健康の保持」（全体の
29%）、３区分「人間関係の形成」（全体の18%）との関連が高くなってい
ることが分かった。
就労面で求められる身体の動きなど、意識しながら指導をしていく必要
があると考える。
また、１区分「健康の保持」、２区分「心理的な安定」では、自分の生
活管理がきちんと行えるか、また、情緒を安定させながら就労生活を送る
ことができるかなど、仕事そのものではなく、仕事以外で求められるスキ
ルが多く必要となる。
職業リハビリテーションでは、人が仕事をする上で必要な能力をハード
スキル及びソフトスキルと呼んでいる。ハードスキルとは人に教えること
ができる能力であり、具体的には、学歴や資格の取得、タイピングのスピー
ド、機械操作、プログラミングなど実際の仕事に結び付くものである。一
方、ソフトスキルとは数量化するのは困難なスキルであり、人との関わり
のスキルとして知られている。具体的には、身だしなみを整える、職場の
ルールやマナーが守れる、適切に昼休みの余暇を過ごせるなどである。就
労上の課題に対するハードスキルとソフトスキルの割合はソフトスキルが
全体の８～９割となることから、在学中にソフトスキルを獲得することが
できるように計画的に準備をする必要がある。
さらに、資格取得関係では、日本情報処理検定協会主催の各種資格の取
得生徒が多くみられる。今後の就労生活に資格を生かすためにも、資格取
得に求められるスキルを分析しながら、教育課程や学習内容に位置付けて、
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計画的、段階的に指導をしていくことも検討する必要があると考える。
Ⅴ　まとめと今後の課題
病弱特別支援学校で学ぶ生徒一人一人が、社会的自立のために身に付け
る必要がある力を、キャリア発達の視点から、A県立B病弱特別支援学校
高等部のキャリア教育指導内容表に関する内容を対象に、自立活動６区分
27項目をもとに分析した。このことから、自立活動との関連性を意識しな
がら、指導を行うことの重要性を理解することができた。
病弱児童生徒への対応として、医療の進歩等による入院期間の短期化
や、短期間で入退院を繰り返す者、退院後も引き続き治療や生活規制が必
要なために学校への通学が困難な者への対応など、入院等をして治療を受
けている児童生徒等を取り巻く環境は大きく変化している状況である。そ
の中で、学習保障をしながら、学びの連続性を考慮し、各関係機関との連
携を充にしながら、充実した支援を行う必要性が求められている（文科省、
2015）。
今後は、学校卒業後に求められるスキルの獲得を学校在学中に獲得でき
るように、個別の指導計画や個別の教育支援計画等に位置付けながら、計
画的に準備をしていく必要がある。
その際、一人一人の発達段階に応じて、自立や社会参加に向けた勤労観、
職業観を育成するためにも、自立活動の内容を中心とし、指導内容や指導
方法等の充実を図る必要がある。
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